
（１）電話回線の確保について
電話回線については、最低５回線を確保する。
　①被災者用（相談受付用）
　②ボランティア用（問い合わせ一般）
　③ＦAＸ（書類送受信用、視覚障害者用）
　④インターネット用
　⑤予備（スタッフ間、センター間の連絡）
※その他、スタッフ間の連絡調整や現場ボランティアセンターとの連絡調整のため、携帯電話を
　必要数確保する。
（２）備品・資機材の確保及び管理について
●備品・資機材の確保にあたっては、必要に応じ、市町村災害対策本部、県社協、関係団体等に
　協力を要請する。
●備品・資機材は、「購入したもの」「無料借用したもの」「有料借用したもの」「寄付されたもの」に
　分類し、借用したものはガムテープを貼るなど区別して保管する。
●増加する備品や資機材の保管場所を予め明確にする。
●盗難防止に努める。
備品・資機材の例
	 1 備　品


　（１）　センター運営用
  　□コピー機    □印刷機　　  □電話機　　　□携帯電話　　□ＦＡＸ　　□無線機
  　□パソコン    □プリンタ　　□机　　　  　□いす　　　　□掲示板　  □拡声器
  　□発電機　　　□ホワイトボード　          □整理棚
　（２）　情報収集用
    □ラジオ　　　□テレビ　　  □デジタルカメラ
　（３）　ボランティア移送・スタッフ巡回・物品搬送用等
    □車両（軽トラック・ワゴン車）　  □原 付　　　□自転車
　（４）　屋外資材置き場設置用
    □テント　　　□ブルーシート
	 ２ 事務用品


    □コピー用紙　□模造紙　　　□ノート　　　□ボールペン　□マジック　□カッター
    □ｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝ　　□ｶﾞﾑ･布ﾃｰﾌﾟ　□ｾﾛﾃｰﾌﾟ　　　□ﾌﾗｯﾄﾌｧｲﾙ　　□はさみ　　□のり
    □消しゴム　　□修正ﾃｰﾌﾟ　　□クリップ　　□ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯﾌﾟ　□ホチキス　□ｸﾘｱﾌｧｲル
    □輪ゴム　　  □画鋲　　　　□付箋　　　　□地図（広域・住宅）　　　□乾電
    □懐中電灯 　 □電話帳　　　□延長ｺｰﾄﾞ　　□時刻表　　　□ティッシュペーパー
    □ｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭ 　□ﾋﾞﾆｰﾙ袋　　 □ﾋﾞﾆｰﾙひも 　□ロープ
７　災害ボランティアセンターの設備・備品・資機材について
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